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本
学
は
「
実
践
的
な
教

育
」
を
目
標
に
掲
げ
、
今
年

度
か
ら
人
間
文
化
学
科
と
人

間
教
育
学
科
を
擁
す
る
人
間

学
部
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
。

理
工
学
部
で
は
基
礎
理
学
科

と
生
物
生
産
工
学
科
を
見
直

し
、
地
域
の
産
業
や
自
然
環

境
と
リ
ン
ク
す
る
食
環
境
学

科
と
生
物
科
学
科
を
誕
生
さ

せ
た
。

式
典
に
は
亀
山
紘
石
巻
市

長
を
は
じ
め
石
巻
圏
域
の
自

治
体
や
教
育
関
係
者
、
経
済

界
な
ど
か
ら
約
１
５
０
人
が

出
席
。

坂
田
隆
学
長
は
「
学
部
新

設
に
あ
た
っ
て
は
皆
さ
ま
か

ら
力
強
い
支
援
を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
」
と
式
辞
を

述
べ
た
∥
写
真


。

専
修
大
学
の
松
木
健
一
常

務
理
事
の
あ
い
さ
つ
、
亀
山

市
長
の
祝
辞
に
続
き
、
山
崎

省
一
人
間
学
部
長
と
吉
原
章

理
工
学
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

学
部
・
学
科
の
特
徴
を
紹
介

し
た
。

最
後
に
新
学
部
・
新
学
科

の
学
生
を
代
表
し
て
、
人
間

学
部
人
間
教
育
学
科
１
年
次

の
大
泉
ひ
な
の
さ
ん
（
宮
城

県
石
巻
商
業
高
）
と
理
工
学

部
生
物
科
学
科
１
年
次
の
佐

藤
真
帆
さ
ん
（
宮
城
県
塩
釜

高
）
が
抱
負
を
述
べ
た
。

小
学
校
の
教
諭
を
目
指
す

大
泉
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な

人
と
交
流
し
成
長
し
て
い
き

た
い
。
震
災
で
心
に
傷
を
負

っ
た
子
ど
も
た
ち
を
精
神
的

に
支
え
て
い
け
る
先
生
に
な

り
た
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
佐
藤
さ
ん
は
、
幼

い
頃
か
ら
生
き
物
の
観
察
が

好
き
だ
っ
た
経
験
を
話
し

「
実
習
や
実
験
を
通
し
て
自

然
と
接
し
な
が
ら
学
ぶ
機
会

が
多
い
と
聞
い
て
本
学
を
選

ん
だ
。
将
来
は
動
物
に
か
か

わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

記
念
式
典
終
了
後
、
施
設

見
学
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
茶

道
部
、
合
唱
部
、
現
代
芸
術

研
究
会
の
学
生
た
ち
が
活
動

の
成
果
を
披
露
。
石
巻
市
雄

勝
町
の
「
伊
達
の
黒
船
太

鼓
」
も
勇
壮
な
響
き
で
祝
賀

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
∥
同



。

東
北
学
生
テ
ニ
ス
春
季
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
５
月
１

日
か
ら
１０
日
ま
で
、
仙
台
市

の
川
内
庭
球
場
ほ
か
で
行
わ

れ
た
。

硬
式
テ
ニ
ス
部
の
和
田
咲

良
さ
ん
（
経
営
４
・
宮
城
県

泉
館
山
高
）
が
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
ベ
ス
ト
４
、
仙
台
大

・
川
合
麻
里
那
さ
ん
と
組
ん

だ
同
ダ
ブ
ル
ス
で
も
準
優
勝

を
果
た
し
た
。

こ
の
結
果
、
シ
ン
グ
ル
ス

は
４
年
連
続
、
ダ
ブ
ル
ス
は

２
年
連
続
で
全
日
本
学
生
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
（
８
月
１４

～
２７
日
、
岐
阜
県
・
岐
阜
メ

モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
）
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

学
生
テ
ニ
ス
の
総
決
算
に

あ
た
る
今
年
、
両
種
目
と
も

本
選
か
ら
の
出
場
と
な
り
、

上
位
進
出
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
。

６
月
、
相
次
い
で
海
外
の

大
学
生
が
本
学
を
来
校
し
、

日
本
の
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
本
学
学
生
と
の

交
流
を
深
め
た
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ

ア

か

ら

６
月
１８
日
、
外
務
省
の

「J
E
N
E
S
Y
S
2
.
0

及
び
北

米
地
域
と
の
青
少
年
交
流
」

の
一
環
と
し
て
、
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
大
学
生
１３
人

が
来
校
し
、
本
学
の
学
生
た

ち
と
交
流
し
た
。

一
行
は
坂
田
学
長
を
表
敬

し
た
後
、
新
設
さ
れ
た
人
間

学
部
の
施
設
を
中
心
に
学
内

を
見
学
。
丸
岡
泰
経
営
学
部

教
授
と
ゼ
ミ
生
が
、
英
語
で

東
日
本
大
震
災
の
被
災
体
験

や
石
巻
の
観
光
情
報
な
ど
を

紹
介
し
た
。
ま
た
、
岡
野
知

子
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
と

ゼ
ミ
生
が
折
り
紙
や
書
道
な

ど
の
日
本
の
文
化
を
伝
え

た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら

６
月
２０
日
に
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
立
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
以
下
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
）
の
学
生
ら
２５
人
が

来
校
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
名

誉
教
授
で
あ
るD

r
.
P
a
u
l

T
e
r
a
s
a
k
i

氏
の
財
団
が

主
催
し
た
企
画
で
、
被
災
の

現
実
を
知
る
と
と
も
に
、
日

本
の
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
が
目
的
。
坂
田
学
長
に
よ

る
講
話
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
学
生
た
ち
は
東
日
本
大
震

災
時
の
様
子
や
本
学
の
対
応

を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
で

地
域
創
造
」。経
営
学
部
の
石

原
ゼ
ミ
（
石
原
慎
士
教
授
指

導
）
は
、
サ
バ
の
あ
ら
で
取

っ
た
だ
し
を
ス
ー
プ
に
し
た

「
石
巻
飯
野
川
発
サ
バ
だ
し

ラ
ー
メ
ン
」
を
開
発
。
石
巻

市
北
部
、
本
学
か
ら
約
１０
㌔

離
れ
た
飯
野
川
地
区
の
食
堂

で
売
り
出
し
、大
好
評
だ
。

も
と
も
と
飯
野
川
地
区
で

は
サ
バ
の
だ
し
や
サ
バ
節
を

使
う
食
文
化
が
あ
り
、
隠
し

味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

ゼ
ミ
生
は
、
そ
の
価
値
に

着
目
し
、
２
年
前
か
ら
地
域

経
営
者
と
の
連
携
に
よ
る

「
石
巻
の
食
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
」
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
活
動
は
東
日

本
大
震
災
で
打
撃
を
受
け
た

地
域
経
営
や
産
業
の
復
興
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
試
み
で

も
あ
っ
た
。

石
原
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ

は
「
地
域
産
業
論
」。�
ま
ち

づ
く
り
�
や
�
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
形
成
手
法
�
に
つ
い
て

実
践
的
な
考
察
を
行
っ
て
い

る
。
石
巻
の
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
誕
生
し
た
「
サ
バ

だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
独
特

の
風
味
や
誕
生
秘
話
が
話
題

と
な
り
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。５

月
１７
日
に
は
石
原
ゼ
ミ

生
１０
人
が
飯
野

川
商
店
街
で
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
行き

い
、食
事
処「
亀

か
く鶴

」
で
「
サ
バ

だ
し
ラ
ー

メ

ン
」
を
食

し

た
。
初
め
て
口

に
し
た
同
ゼ
ミ

生
新
人
の
２
年

次
生
か
ら

は

「
お
い
し
い
」

と
の
声
が
上
が

っ
た
。

阿
部
里
奈
さ
ん
（
経
営
２

・
宮
城
県
貞
山
高
）
は
「
臭

み
が
な
く
、
あ
っ
さ
り
し
て

い
て
食
べ
や
す
い
。
ト
ッ
ピ

ン
グ
の
『
サ
バ
の
つ
み
れ
』

も
工
夫
さ
れ
て
い
て
絶
品
」

と
大
絶
賛
。

店
主
の
佐
藤
宗
雄
さ
ん
は

「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
の

ス
ー
プ
は
焦
が
し
ネ
ギ
や
ニ

ン
ニ
ク
で
う
ま
み
を
引
き
出

し
て
い
る
。
評
判
を
聞
き
、

県
外
か
ら
も
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
話
し
て
い

る
。
ま
た
、
石
原
ゼ
ミ
生
も

独
自
で
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
、

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

し
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、

「
彼
ら
は
食
べ
物
に
対
す
る

感
性
が
良
い
。
そ
の
点
が
支

持
さ
れ
る
商
品
開
発
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
分

析
し
て
い
る
。

「
理
論
を
実
践
し
よ
う
」

が
石
原
ゼ
ミ
の
モ
ッ
ト
ー
。

石
原
教
授
は
「
今
後
も
中
長

期
的
な
視
野
で
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
る
商
品
を
開
発
し

た
い
」
と
学
生
た
ち
に
奮
起

を
促
し
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技

術
会
東
北
支
部
の
学
生
自
動

車
研
究
会
主
催
の
「
第
２３
回

自
動
車
技
術
独
創
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
６
月
１５

日
、
宮
城
県
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
齋

た
か
あ
き

藤
貴
聡
さ
ん
（
理
工
３
・
宮

城
県
中
新
田
高
）
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
∥
写
真
。

齋
藤
さ
ん
は
「
自
動
車
の

遠
隔
操
作
」
を
テ
ー
マ
に
、

狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
駐
車
可

能
に
な
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
用
い
た
遠
隔
操
作
の
ア
イ

デ
ア
を
発
表
。
審
査
員
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
た
。

育
友
会
（
阿
部
裕
一
会

長
）
の
定
期
総
会
と
、
支
部

懇
談
会
（
石
巻
会
場
）
が
６

月
１６
日
、
３４
組
４９
人
の
会
員

が
参
加
し
、
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
∥
写
真


。定

期
総
会
に
先
立
ち
、
第

１
回
常
任
役
員
・
幹
事
・
支

部
長
会
を
開
催
。
定
期
総
会

で
は
、
役
員
の
承
認
を
行
っ

た
後
、
「
２
０
１
２
年
度
事

業
報
告
」
「
２
０
１
３
年
度

事
業
計
画
」
な
ど
を
審
議

し
、
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ

た
。支

部
懇
談
会
は
、
学
生
生

活
や
進
路
に
つ
い
て
大
学
が

報
告
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た

個
別
面
談
で
は
、
学
業
や
課

外
活
動
、
就
職
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
対
し
、
教
員
が
丁

寧
に
応
じ
た
∥
同

。

ま
た
、
希
望
者
に
対
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
実
施
さ

れ
、
会
員
ら
は
開
設
し
た
ば

か
り
の
人
間
学
部
の
施
設
を

は
じ
め
、
図
書
館
や
森
口
記

念
館
な
ど
を
見
学
し
た
。

齋
藤
さ
ん
が
優
秀
賞

自

動

車

技

術

独

創

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

１３年度事業
計画を承認育友会総会を開催

地
元
伝
統
の
サ
バ
だ
し
で
↓

↑
人
気
ラ
ー
メ
ン
を
開
発

経
営
・
石
原
ゼ
ミ
が
考
案

▲ 石原教授（右端）とゼミ生

「
石
巻
復
興
に
つ
な
げ
た
い
」

人間学部の開設と理工学

部の改組を記念した式典が

５月２５日、石巻専修大学で

盛大に催された。

人
間
学
部

開
設

石
巻
支
部
懇
も

記念式典

盛大に
■

■■
■■■

★

★

海
外
学
生
と
交
流

和
田

さ
ん

出
場

テ
ニ
ス
イ
ン
カ
レ

女

子

単

・

複

■■■
■■
■

理
工
学
部

改
組
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